特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース12年２月９日　３９４号
絶好の天候に恵まれて木津川マラソン無事故で終了　最終ランナー10時間22分16秒　
これまでの記録を大幅に更新　　今年も終了時間の短縮のためにアーリースタートを取入れました。昨年一昨年と連続参加の勝又さんなど4名の方が2時間早く午前8時に出発されました。この効果があって午後6時前に皆さんゴールされました。以前にエントリーされていたのに、体調不良から棄権されてリベンジに燃えている井上さんは、今回は何としてもフルマラソンを走破しようと決意新たに出場されました。かなり体重のある方なので無理ではないかと予想していましたが、固い決意で粘られ完走されました。私はかなり強い決意があって成功されたと思います。この日は絶好の天候で、日が暮れても無風状態で、気温もあまり下がらず、体力が奪われること無く、うまく長時間の挑戦でしたが走破されました。これまでだと寒さと強い北風によって体温が奪われるので、これ以上の走行は生命に危険が及ぶことが予想されるのでと注意を呼びかけるところでしたが、この心配をすることなく、最後尾車のライトの照明でコースを確保するサポートをいたしました。本当に10時間22分間の走破はすごい精神力に支えられたものだと思います。心からお喜びをお届けいたします。
里山の会　3日の準備にも8人、4日の前日準備にも15人が参加し遅くまで用意を進める

当日各部署で大奮闘
　　　



	


　




翌日の後片付け　午前9時から　10人が参加　大型看板の解体と撤収　運び込み　薪の運び出し　軽トラック3台分　コースの白線の消却作業　通行制限協力看板の撤収　当日通行止め協力看板の撤収　距離表示標識の撤収（フルハーフ）　段差注意看板の撤収　かけ橋撤収　雨の中の作業でしたが、やり遂げた満足感を少し味わって夕方5時に作業を終って家路に着きました。ご苦労様でした。
福島県いわき市サンシャインシティマラソン大会に復興支援募金を届け・・2月12日　深田理事長　播川副理事長を代表団に選出
第29回京都木津川マラソン大会実行委員会は、東日本震災復興支援をサブスローガンに掲げ、エントリーされたランナー、スタッフの皆さんに義援金を募ってきました。約60万円が寄せられましたので実行委員長、副実行委員長、事務局長、審判長、エイド責任者、協力店、協力団体で代表団を結成して5966人の選手と750人のスタッフの声を届けることになりました。いわきサンシャインシティマラソン大会実行委員会は6000人規模の大会で木津川マラソンと同規模で、第３回目の開催です。震災後なので開催について随分検討されたとのこと、想像を超える多くの困難をクリアしての取組みだと思います。当日はボランティアとしてお手伝いして心が繋がれるよう努力しようと思っています。義援金は、大会実行委員会を通じて一日も早く復興されるよう役立てていただくためにお届けします。
近畿子どもの水辺交流会　木津川部会の子ども達6人が発表　兵庫県三田市　第3分散会で木津川での取組を元気に発表。今年の取組みを中心に、川の変化やゴミ拾い、水生生物調査などについて相談を重ねて　縦横２ｍの発表パネルにまとめました。大変好評を得て、大いに自信がつきました。そしてしっかり監察し、記録し、意見を出し合っていくことのおもしろさや大切さを実感しました。
防賀川植樹祭について　樹種の決定に向かって取組みを進めています、現在絞り込んできたのがハナミズキ　イロハモミジ　イチョウ　シダレヤナギ　ヤマモモまでを選びました。最終案について皆さんのご意見を伺いたいと思っています。そして植樹祭を3月18日の予定で進めます。植樹祭に向かって約一ヶ月間になります。諸準備を大急ぎで進めなければなりません。年度末の多忙な折でしょうが、皆様のご協力をお願いします。
会員大募集中です　里山の会の案内を大いに進めてください。

昨年4月の第11回通常総会で会員250人に到達を決定しました。2月8日現在238名になりました。12名を迎えれば総会決定が実現です。事務局会議出席者一同力を合わせています。全員がしっかり力を合わせばそんなに無理なことではないと思います。「自然を大切にする仲間の輪を大きくする｣里山の会の活動を広げるために皆さんのお力をお貸し下さい。会費は新年度分からお願いします。
第4回木津川展　2月12日～18日　マラソンで圧倒的な感激を与えた連凧作りを行います。出展団体は13団体です　乞ご期待
冬の野鳥観察会　2月12日(土)9時から12時　何れも木津川市山城町北河原　木津川流域センター　講師　植田光弘
やましろ里山の会メール：fddbw257＠ybb.ne.jp　電話FAX：0774－64－4183　//www.yamashiro-npo.jp.net/
スタート　初めての作業だったが、なんとかこなせた　15人が担当した





選手輸送　タクシーの借上げ315台　


朝近鉄JRとも行列が発生（出発に間


に合うか気をもむ）。大会受付と連絡「制限時間無く受付｣と聞き一安心。








手原川エイド20人体制で完璧に応援支援　トイレには常に待ち人が発生　飴は不人気誰も手を出さず（全部残る）








駐車場看板設置　場所案内看板、茶畑マナーなどの看板約３０個を設置、整然とした駐車が出来てよかった。





駐車場　利用台数332台（当日106台）　Uターン11台　値段が高いとの文句は一人（東駐車場）。整地草刈りが完成されていた。整備協力金負担に応えられる状況でよかった。





連タコが見事に上がった　滅多に吹かない南風で本部会場の頭の上に飛んだので大変良かった。ラッキー！　畠中さん奮闘。辰年で昇龍のようだった。





焚き火　長さ60cm位が手ごろなところ、長すぎた感じがする　来年は少し短くする。皆さんこんなに温かいもてなしは他に無い、本当にありがたい。感謝の声に元気沸きました。





あめ湯　4時過ぎには完売　ずらっと並ぶ列が出来る大人気でした。原料を多くしてほしい








週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

